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 論文内容の要旨
 本論文は、視覚障害を伴う重度重複障害乳幼児と交通事故等による脳損傷学童等の視力の実態
 を呼吸や姿勢等の要因、およびコミュニケーション関係形成という教育的係わりを通して明らか
 にした。その過程で重複障害児の視覚系活動の評価法を開発すると同時に教育的係わりの方法の
 視点の発見、さらには脳損傷児等の書字や描画における視覚的座標軸の形成過程と方法を明らか
 にした。論文の構成は以下の通りである。
 第1部では、文献研究と研究課題の設定を行った.
 第1章は、子どもの中枢性視覚障害に関する文献研究であり、中枢性視覚障害の概念、原因、
 発生率、評価、視覚系活動、中枢系と伝達系の差異、予後、視覚系活動促進の事例報告について
 検討した.その結果、国内外の文献では、視覚系活動に影響する原因や評価尺度や対応方法につ
 いては、ほとんど資料がないことがわかった.
 第H部は、中枢性視覚障害を伴う重度重複障害児の視覚系活動に関わる要因の抽出と視覚系活
 動促進の方法について研究した。
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 第2章では、仮説設定のための予備的観察を構成的研究法と自己調整の援助を行うための補正
 的視点を含んだ研究法を用いて行った.その結果、眼球偏位には呼吸や姿勢等に関わる生体内外
 の条件が関与していることを明らかにした。そして視反応進展過程を4つに区分した。
 第3章では、眼球偏位と姿勢や首のすわりの関連を就学前児で視反応発達遅滞の診断を受けた
 67名を対象に検討した。その結果、視反応は座位から仰臥位にすることで改善した子どもが67名
 中51名(76%)であった。眼球偏位は、座位から仰臥位にすることで、67名中44名(66%)が
 減少した.
 第4章では、さらに2事例により眼球偏位と呼吸の関連を検討し、呼吸の安定は眼球偏位を少
 なくし、目の反応をしゃすくなることを実証した。
 第5章では、顕著な閉眼傾向の中枢性視覚障害幼児の2事例に対し、自発行動促進の働きかけ
 から1ヶ月後、開眼時間が徐々に増加し、視覚定位・追視が出現することを実証した.
 第6章では、目の動きが不随意な眼球運動事例の目の反応が生起する条件を研究し、口周囲・
 頬部運動の左右方向への分化促進の方略が初期視反応促進のために重要な視点になることを示し
 た。
 第7章では、中枢性視覚障害を伴う重度重複障害児への教育実践研究を行った。その結果コミュ
 ニケーション関係の中で、過緊張状態による身体緊張状態が視反応に関係していることを明らか
 にし、コミュニケーション形成過程における関わり方の微妙な視点を示した。
 第8章では、第H部をまとめ考察した.
 第田部では、中枢系視覚障害を伴う重複障害児の視覚系活動促進に関する教育的対応を座標構
 成活動の形成に焦点をあて研究した.
 第9章では、書字困難及び中枢性視覚障害事例への取り組みの文献研究を行った.その結果実
 践的にも研究的にも、視覚障害の専門的立場から研究されたものが皆無に近いことがわかった.
 第10章では、一酸化炭素中毒に起因する無酸素脳症後遺症で中枢性視覚障害事例の描画・書字
 課題等における視知覚認知面に関する4年間の回復過程の特徴を検討した.その結果、座標構成
 活動の回復段階は次の4段階が観察された.①枠の基準化が未成立の段階、②枠の基準化・縦横
 成分の抽出と構成の段階、③斜め成分の抽出と構成の段階、④部分曲線の組み合わせ図形弁別の
 段階の4段階であった.
 第11章では、乳幼児の頭部外傷後遺症による中枢性視覚障害事例の回復過程を10年間観察し
 た.その結果、「援助者が作成した見本と同じに座標構成すること」と「自分が作った見本と同じ
 に座標を構成すること」の違いによって、その後の学習経過の違いを整理した.その結果、自由
 場面はもとより、課題場面においても自ら枠組みを作り出す子どもの主導的、能動的学習の重要
 性が示唆された。
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 第12章では、第田部をまとめ,考察した。
 終章では、論文全体をまとめ、考察し、今後の研究課題について論じた。
 論文審査の結果と要旨
 本研究は、中枢性視覚障害を伴う重度重複障害児の視反応の実態解明と評価方法、視覚活動の
 促進の方略を10数年にわたって研究した国内外でも皆無といえる労作である.このような研究を
 可能にしたのは、筆者の勤務する施設が医療と教育と福祉の連携が可能であるからである.本研
 究の中枢性視覚障害に関する多くの成果は、眼科学の領域では診断学の進歩に、重度重複障害児
 教育領域では目の反応に乏しい子どもの視覚系活動促進の方法を開発した点で、さらに各種障害
 児の視覚的リハビリテーション領域にも新しい知見をもたらした点で大きな貢献をしている.ま
 た行動観察法・構成法・補生の視点を組み合わせた研究方法の独自性も前記のような成果をもた
 らしており高く評価できる。中枢性視覚障害領域と重度重複障害領域に新しい知見を加え、それ
 が教育実践に貢献する点では世界的な評価ができると考えられる。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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